
　エレクトロニクスの世界に革命をもたらしたトランジスタが米国・ベル研究所で発明を
されたのは1948年です。その当時、身近な娯楽を提供していたラジオは未だ真空管全盛
の時代でした。
　1952年、東京通信工業㈱（俗称：東通工／ソニー㈱の前身）は、米国ウェスタンエレ
クトリック社がトランジスタの特許を公開するという情報を知り、「自社製のトランジス
タでラジオを作る」という目標に社運を賭けて挑戦しました。当時のトランジスタは、民
生用に利用できるとしても補聴器程度にしか使えない低い周波数のものしか作られていま
せんでした。トランジスタでラジオを作るなど無謀であるという意見が圧倒的であった中、
東通工は数々の難題を乗り越え、1954年に日本初の高周波トランジスタ（PNPアロイ形
トランジスタ）の試作に成功し、トランジスタラジオを試作しました。そして1955年
（昭和30年）9月、SONYのマークをつけた日本初のトランジスタラジオ「TR-55」の本
格的な製造・販売を開始しました。自社製トランジスタでラジオを作ったのは、東通工が
世界初です。
　このトランジスタラジオ「TR-55」の出現は、それまで据え置き形だったラジオを何時
でも、何処へでも自由に持ち運びができるポータブルなラジオへと生まれ変わらせ、日本
のみならず世界の人々のライフスタイルを変えると共に新しい文化を生み出し、日本の電気
技術を世界に知らしめることとなりました。

トランジスタラジオ  TR-55
Transistor Radio TR-55

ら おと じ す た ら じ てぃーあーる 55ん

☆顕彰先 ：ソニー株式会社
☆展示場所 ：ソニー歴史資料館

〒141-0001  東京都品川区北品川6-6-39
☆ホームページ ：http://www.sony.co.jp/museum/ 
☆アクセス(最寄駅)：JR品川駅 徒歩15分

①

モノ
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②

④

（写真提供：ソニー株式会社）
① トランジスタラジオ「TR-55」
② 「TR-55」をはじめとするトランジスタ製品
の発表会（1955年7月）

③ 「TR-55」を世に出した東通工製トランジスタ
とダイオード

④ 「TR-55」発売当時のカタログ

③
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